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Ⅰ 新技術の解説 
１ 要旨 

アスパラガスの更なる PR データを取得するため、アスパラガスで近年新たに発⾒されたアス
パラプチン（⾎圧上昇に関する酵素への阻害活性が報告されている機能性成分）について、県オ
リジナル品種のアスパラガスにおける部位・収穫時期別の局在を可視化した。その結果、アスパ
ラプチンは穂先の⼩側枝及び茎部分の維管束沿いや鱗⽚葉の付け根部分に局在していることが
明らかとなった(図 1)。また、収穫時期別では春どり期より夏秋どり期のほうが検出強度は強く
(図2)、品種別では紫アスパラガスよりグリーンアスパラガスのほうが検出強度は強かった(図3)。 

 
（１） 測定には、「ハルキタル」、「ふくきたる」(グリーンアスパラガス・露地及びハウス栽培)、

「はるむらさきエフ」(紫アスパラガス・ハウス栽培)のうち、⻑さ 25 ㎝に揃えた A 品質 L
規格のものを使⽤した。 

（２） ハウス栽培は 3~4 ⽉を春どり期、6 ⽉下旬~7 ⽉中旬を夏秋どり期、露地栽培は 5 ⽉上旬を
春どり期、7 ⽉中旬を夏秋どり期として収穫を⾏った。 

（３） 露地、ハウス栽培のいずれにおいても、3 品種とも局在は同様の傾向を⽰した。 
 
２ 期待される効果 

消費者向けの PR パンフレット等への活⽤により、含有する機能性成分等の情報を視覚的に訴え
ることができる。 

 
３ 適⽤範囲 

⾏政機関、⽣産者団体、⼀般消費者等 
 
４ 普及上の留意点 

（１） 試料切⽚の⼀断⾯のみの測定結果であり、検出強度がそのまま定量値にはならない。 
（２） 品種、産地、栽培⽅法、収穫時期や試料の切断⾯の位置によって局在や検出強度に差が出る

場合がある。 
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図 3 品種別のアスパラプチンの局在(2020 年度) 

a 各品種の断⾯ 
ｂ (a)におけるアスパラプチンの局在(右端のスケールは検出強度) 

※いずれも夏秋どり期・ハウス栽培 

 
 

図 2 収穫時期別による穂先のアスパラプチンの局在 
 (左から春どり期、夏秋どり期)  (2019 年度)  

※画像は「ふくきたる」・露地栽培 

 
 

図 1 アスパラガスのアスパラプチンの局在 
a 穂先から茎中部の縦切り断⾯ (夏秋どり期・2020 年度) 
b (a)におけるアスパラプチンの局在 (夏秋どり期・2020 年度) 
c 茎部の輪切りのアスパラプチンの局在 (春どり期・2019 年度) 

※画像はいずれも「ふくきたる」・ハウス栽培 
(局在の画像の右端のスケールは検出強度) 


